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Fission-like Phenomena

• Fission
• Quasi-Fission

Traditional and Dubna’s definition
• Pre-equilibrium Fission
• Fast-Fission
• Deep-Inelastic Collisions
• New reaction processes ?
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新しい研究領域の存在

3．色々な形状に対する液滴模型

２．種々の自由度の熱平衡化過程と集団自由度

1．入射過程の動力学（Heat-up 過程）

色々な “Fission-like”な過程が観測され、理論的解析も個別

に行われているが、

“ 複合原子核系の動力学 ”

(Dynamics of Compound Nuclear Systems)

とでも称すべき新しい分野、領域を研究していると捉えてそれを特徴

付ける包括的概念、方法を確立することがこれからの課題であろう。

現在の超重元素合成の理論もその中で、意味づけられるであろう。

まず、検討すべき点としては、

等が考えられる。
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